
「ありがとう天童市立図書館」企画として、ロビー壁面にたくさんのメッセージが寄せられて

います。一部ご紹介いたします。 

・図書館大好きなので、リニューアルオープン楽しみに待ってます。 

・小学生の頃から４０年近く、子供が生まれてからもたくさんたくさん思い出がつまった図書

館です。今まで本当にありがとう。 

心が温まるメッセージをありがとうございます。パルテでも掲示予定です。 

                                                                                  

１０月１日（水）の休館まで１か月となりました。現在の図書館は１９８３年（昭和５８年）

に今の場所で開館してから、これまで４２年間たくさんの方に親しまれてきました。長い期間

ご利用いただいた方は、ここで過ごした時間を懐かしんでいらっしゃるかと思います。残り１

か月の期間となりましたが、図書館での素敵な時間と本との出会いを提供できるよう一日一日

を大切に運営してまいります。 

 １０月は、天童ターミナルビル「パルテ」への引っ越し作業となります。１１月１日（土）

からは、パルテ１階に仮設図書館を設けて、本の貸し出しや予約・リクエストの受付に業務を

縮小し、約１年間運営する予定です。それにより、休館日がこれまでの第３火曜日から、パル

テの休館日に合わせて第３月曜日に変更になります。詳しくはホームページでご確認ください。 

        

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

天童市立図書館は現在の場所に、２０２７年（令和９年）リノベーションして開館します。 

図書館コーナー
編集  
青柳 真紀 

 

図書館へメッセージ

2 号 

今年の夏も暑い日が続きましたが、6月下旬から

冷房設備が故障したことにより、大変ご迷惑をおか

けしました。市内の中学校から冷風扇２台をお借り

し、さらに扇風機もフル稼働し、本館での最後の夏、

涼しさをなんとか維持できました。ご理解とご協力

をいただき、ありがとうございました。 

 まいづる号は、昭和５６年にマイクロバスを艤装
ぎ そ う

（必要な

装備を施すこと）した自動車文庫からはじまりました。図書

館の開館前から４４年以上にわたり市内を巡回しています。

現在は２号から３号へと受け継いでおり、３号は８年目の運

行となります。 

今後も市内小中学校、公民館、介護施設へ本を届けに走り

続けます。どうぞお近くの停留所へお越しください。 

№２０８  令和 7年 ９月 １日号 
編集・発行：  

（公財）天童市文化・スポーツ振興事業団 
スポーツセンター・美術館・織田の里歴史館 

図書館・農業者トレーニングセンター 

 

 五角形は、５つの館 

3 号 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集  

阿部 誠司 

 

 

美術館コーナー
中村征夫写真展「海中顔面大博覧会」 

作品解説をする中村征夫さん 

中村征夫 プロフィール 

１９４５年秋田県潟上市出身。１９歳のとき神奈川県真鶴岬で

水中写真を独学で始める。撮影プロダクションを経て、３１歳で

フリーランスとなる。１９７７年東京湾にはじめて潜り、ヘドロ

の海でたくましく生きる生きものに感動。以来、ライフワークと

して東京湾定点観測に取り組む。数々の報道の現場の経験を生か

し、新聞、テレビ、ラジオ、講演会とさまざまなメディアを通し

て海の魅力や海をめぐる人々の営みを伝えている。 

 

「海中顔面大博覧会」は、世界中の海に暮らす生き物たちの

豊かな表情をとらえた写真展で、併せて圧倒的なスケールや息

をのむ美しさなど、海の魅力も余すことなく紹介しています。 

海の生き物にも私たちと同じように住む場所があり、そこで

懸命に生きて命をつないでいる。その事を多くの人に知っても

らいたいという中村さんの想いがつまった展覧会です。 

９月１９日（金）～１０月１９日（日）まで 

９月１５日（月・祝）まで 

画学生の記録 岩鼻正修から見る東京美術学校の教育 
岩鼻正修（いわはなせいしゅう 1880－1946）は京都府に生まれ、

１９００年に東京美術学校西洋画科本科に入学し、卒業後は茨城県や大

阪府で美術教師として後進の育成に努めました。 

岩鼻の遺族のもとには、岩鼻が美術を志したころのスケッチなどから、

東京美術学校在学時に制作した課題、デッサンなどが多数残されていま

した。本展ではこれら岩鼻の資料や作品をもとに明治末に東京美術学校

で行われていた美術指導者への美術教育を紹介し、あわせて当時指導者

の代表・黒田清輝が完成させた究極の美術作品《智・感・情》（重要文化

財）と岩鼻と共に学んだ画学生のデッサンを展示します。 

 

≪ステイホーム≫ 

≪わたしを宇宙に連れてってー≫ 

巣穴から飛び出しお気に入りのサ

ンゴの上で一休みするフタイロカ

エルウオ。遠くを見つめ、海より

広い宇宙ってどんなところかなあ

…とでも考えていそう。 

東京湾に潜ると空き缶

を棲み家にするハゼの

仲間をよく見かけると

言います。ときには缶の

奪い合いをすることも

あり、たくましく生きる

姿に感動を覚えます。 

≪一望千里≫ 

沖縄県慶良間諸島のサンゴ礁は、何度も消滅と再生を

繰り返してきました。中村さんは、その再生の姿を目

の当たりにし、思わず海中で涙がこぼれそうになった

と言います。この海を汚すまい、失うまいと心に誓っ

た作品です。 



 

 

 

 

 

 

 企画展Ⅱ「私たちの生活と若松寺－開山１３００年を

越える古刹
こ さ つ

－」では、7月１９日（土）にギャラリート

ーク（講師：天童郷土研究会会長 野口一雄さん）を開

催しました。鈴
れい

立山
りゅうさん

若松寺に伝わる文化財や信仰など

について野口さんに解説していただき、算
さん

額
がく

信仰につ

いては、郷土研究会顧問の大木彬さんにお話ししてい

ただきました。参加者の皆さんからは、勉強になった

と満足の声を多くいただきました。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スポセンコーナー

企画展Ⅲ「レトロなも
の大集合
を支えてきたものたち

-」 を現在準備中で
す。お楽しみに！！ 

編集  

兼平真紀子 

 

編集  

柚留木崇嗣 

 

天童市民スポレクフェスタ２０２５ 

『天童もみじスイーツウオーキング』受付開始！ 
今年は、駅西から羽州街道をメインとした約５キロのコースとなります。市内有数の菓子店など

が軒を連ね、レトロとモダンが調和した歴史情緒溢れる羽州街道のほか、「天童市立旧東村山郡役

所資料館」（県有形文化財）に隣接する城山公園がお菓子の提供スポットとなっており、お菓子を

楽しみながら市の歴史や文化をより一層感じられるコースとなっています。 

また、総合体育館内では無料でご参加いただける体力測定やボッチャなどの軽スポーツ、マッサ

ージ体験コーナーなどイベントも盛りだくさん！  

ご家族やご友人と一緒にスポーツの日を満喫してみてはいかがですか？皆さまのご参加をお待

ちしています！ 

日  時：令和７年１０月１３日（月・祝） 

     ９時開会 

申込期間：９月１日（月）～９月３０日（火） 

参 加 料：１人１，０００円（保険料を含む） 

対  象：３歳以上で医師から運動制限を受

けていない方 

定  員：先着１，６００名 

申込方法：申込用紙に必要事項を記入し、参 

加料を添えて当センターまで 

またはホームページから 

１０月に開講予定の「Ｅｎｊｏｙ！エアロビク

ス」と「キラリ☆スポーツチャレンジ！ＡＲＥ

ＮＡ」の受付が８月１５日に始まりました。ま

た、４期毎に区切られた教室の第Ⅲ期分の申込

みも随時受付けています。詳しくは当センター

ホームページをご確認ください。 

こちらのＱＲコード 
からチェック！ 



 


